
 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～自治会を訪ねて～ 

「若木台３区」 

❖あ・い・う・え・お❖で！！「日本一住みやすい街」実現へ！！まっしぐら 

【あ：温かみのある街 い：労り合いの街 う：嘘のない街 

 え：笑顔いっぱいの街 お：大らかに語り合う街】を合言 

葉に子供からお年寄りまで、すべての人々がお互い繋がり合って 

楽しい毎日を送ろうと頑張っています。この頑張りの中核をな 

すのが、８年前に結成された、「３区サポートの会」の皆さんです。 

その最たるは⬥日ごろの“見守り”“声掛け活動”です。「台風や大雨予報の際に威力を発揮しま

す」このほか⬥買い物支援⬥草取り剪定支援⬥あんずの里市⬥食事サポート⬥あじさいの会。 

あじさいの会は毎月開催し、すでに第８６回を数え、お一人住まい高齢者の「居場所提供によ

る安心感の醸成」に大きな成果を上げていて、参加者は増え続けています。 

これらの活動の１日の出発は朝７時半の『ラジオ体操』から始まります。 

      若木台３区自治会長 末武昭憲 

 

「若木台２区」 

若木台 2 区はとても閑静な住宅街です。その中にあるわか

ば公民館の広場は春に桜やツツジがきれいに咲きほこり、遊

具で遊んでいる子供達の笑い声がよく聞こえてきます。 

自治会では、親交を深めるために工場見学、みかん狩り、

300 歳ソフトボールなどの活動を積極的に行っています。 

全市一斉防災訓練では、一番多く（200 人ほど）の参加が

あり、防災意識の高い地域でもあります。 

これからも若木台 2 区では、住みやすいまちとして頑張っ

ていこうと思います。 

若木台 2 区自治会長 田中年明 

 

「久末区」 

古くは「城戸大庄屋」があった久末区は、小さな集落ですが数多くの旧跡
や伝統行事が残っています。 
毎年 8 月 1 日に行われる「大念仏」は朝５時から子供たちが各戸を巡り、

太鼓を叩いて、念仏を唱えながら大きな数珠を回して疫病退散を願う大変珍
しいお祭りです。しかし残念なことに子供がたった１人しかいなくなり、 
昨年（令和 6 年）からは保存会を設立して継続させることとなりました。 

昨今は少子高齢化も顕著な町内となり、行事の運営も 
難しくなってきましたが、久末区では区民の皆さんが、 
何とか工夫協力して伝統文化を継続させていこうと 
考えています。 
その他にも若八幡宮の「絵馬」や「狛犬」などの 

貴重な文化財が多くありますが、これらも後世へ 
語り継いでいきたいものです。 

久末区自治会長 大神 篤 

 

ソフトボール大会 

工場見学 

若八幡宮絵馬・方位盤(上) 

と狛犬（下） 

きのこ公園でラジオ体操 

 

 

～まちの話題アレコ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 歴史探訪 第３回 ～  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コッケラコウ（インテンカンテン）＊＊旧神興村地域の古老が語ったあの頃のお話＊＊ 
 

○ 子供の時の遊びですね。「コッケラコウ」（竹はじき）やら何やらありましょう。 

○ 小学校の時は五銭の肥後守（折り込みナイフ）ば紐つけて腰にさげて、凧を作るやら、 

トンボを作るやら・・・ 

○ 私らは肥後守を剃刀のごと研いで持っとった。 

○ 杉の実鉄砲を作るやら、紙鉄砲作るやらしよったが。 

○ 夏は水鉄砲作り。肥後守持っておったら、何でもできよったです。 

○ 「コッケラコウ」もどげんかしござれんやった？土に穴をほりましょう。それに竹を立てかけるわけ。 

○ 「インテンカンテン」と言いよったね。今どき言うたってわからんよね。 

○ 一番初め穴掘りましょうが。で、竹の棒を横にしといて、別の大きな長い竹で前方向へピューンと 

飛ばす。向こうで宙とられりゃ負けですたいね。宙取られんとは、ポーンと投げりゃ、ピーンと 

はじいて打ち返しよったでしょう。 

              「昔語り福間あのころ」より 
 

 筆者も幼少時は公民館前庭で竹を飛ばし、缶を蹴り、かくれんぼをしたり。今では、その庭はアスファル

トの上に綺麗なマイカーが留まり、ドライバーがスマホを見ている景色になりました、 

      久末 的場文彦       

 

防災部会 

「自分の命は自分で守る」を基本に 

 「家族を守り」 

 「地域で助け合う」心と知識を持とう。 

防災部会長 井上順一 

 写真で見る部会活動 

～地域で、育つ子ども達～ 

真愛保育園は創立 43 年となります。「人は人に支えられ人に育

てられる」この温かい地域の中で守られ、のびのびと遊び、豊か

な心と身体を育んでいます。 

この度 10 月 26 日に、神興東小学校の文化祭「虹のかけ橋神東

祭」のオープニングでは伝統の「元気太鼓」を披露させて頂き、

子ども達の心を一つにして叩くことが出来ました。この経験は入

学に向けての期待と自信に繋がることでしょう。 

また、テント村では、名物「真愛カレー」を初出店しました。 

地域の皆様への感謝と、小学校との連携の意味を込めて出店さ

せて頂き、500 食のカレーが 1 時間半で完売致しました。地域の皆

様にも喜んで頂き、絆がより広がった気がします。出店に際し沢

山の皆様のご協力があったことに感謝申し上げます。 

真愛保育園 園長 林由美子 

～まちの話題アレコレ～ 「真愛保育園」 

～ 歴史探訪 第３回 ～ 


